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番号 事業名 所管課

1 こどもの権利サポートセンター運営経費 こどもの権利サポートセンター

2 （仮称）熊本市こども計画策定関連経費 こども政策課

3 新たなこども食堂支援事業 こども政策課

4 子どもの未来応援基金関係経費 こども政策課

5 結婚支援事業 こども政策課

6 子育て支援アプリ関連経費 こども支援課

7 産後ケア事業 こども支援課

8 児童手当給付経費 こども支援課

9 私立保育所等障がい児保育助成 保育幼稚園課

10 公立保育所一時預かり事業 保育幼稚園課

11 こどもの権利擁護推進事業 こども家庭福祉課

12 こどもの居場所支援事業 こども家庭福祉課

13 （仮称）若者・ヤングケアラー支援センター運営経費 こども家庭福祉課

14 こども発達支援センター運営経費 こども発達支援センター



１．こどもの権利サポート
センター運営経費

○こどもの権利サポートセンターの運営に要する経費

○いじめの認知件数や虐待相談件数等は増加傾向にあり、 こどもの貧困やSNSトラブルな
どの問題も生じており、こどもの権利侵害は多様化・複雑化している。

○これらの権利侵害事案からこどもの権利を守るために、こどもや保護者等から相談を受
け、解決に向けて取り組んでいく「こどもの権利サポートセンター」の運営を行う。

現状・課題

○事業費：24,300千円

○事業内容
（１）こどもホットライン運営経費【19,890千円】
こどもや保護者等からこどもの権利に関する相談を受け、対応を行う窓口の運営経費
≪積算内訳≫
・運営経費（相談員雇用費・弁護士連携・電話代等）10,861千円
・タブレット相談事業：5,500千円
・こども食堂と連携した相談等事業：2,100千円
・その他（消耗品、先進地視察等）：1,429千円

(2)広報啓発経費【4,410千円】
・こどもの権利に関する広報や啓発に要する経費

事業概要

新
（予算額）24,300千円
（所管課）こどもの権利サポートセンター

イメージ図



2．（仮称）熊本市こども計画策定
関連経費

○こども基本法に基づくこども施策を総合的に推進するための（仮称）熊本市こども計画策
定に要する経費

○子ども輝き未来プランを始めとする本市のこども関連計画が令和6年度に終期を迎える
ことから、次期計画の策定が必要である。

○こども基本法において、市町村はこども大綱を勘案し、市町村こども計画を定めるよう努
めることとなっており、こども施策の総合的な推進を図るため、令和６年度に既存のこど
も関連計画を一体化した（仮称）熊本市こども計画を策定する。

現状・課題

○事業費：４，０００千円

○事業内容
（１）実務者・有識者からの意見聴取【50６千円】

児童福祉専門分科会及び有識者ヒアリングを開催し、こども・子育て支援に関する各分野の
実務者・有識者からの意見を聴取する。
≪積算内訳≫
・委員報酬等：406千円 ・有識者謝礼：100千円

(２)こどもの意見反映に関するイベント開催【２，６９４千円】
こどもや子育て当事者の意見反映及び「こどもまんなか熊本」の機運醸成を図るためのイベ
ント等を開催する。

≪積算内訳≫
・イベント委託：2,694千円

(３)調査分析・計画策定支援【800千円】
令和5年度に実施している「こども・子育て支援事業利用希望等調査結果」を踏まえた分析
等を行う。

≪積算内訳≫
・分析委託：800千円

事業概要

新
（予算額）４，０００千円
（所管課）こども政策課
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12.22
閣議決定

事前調査
策定
作業

市計画

総合計画

③次世代育成支援行動計画　（子ども輝き未来プラン）

④子ども・子育て支援事業計画　（子ども・子育て支援事業計画）

②子どもの貧困対策計画　（子どもの未来応援アクションプラン）

①子ども・若者計画　※未策定

【国】こども大綱

【熊本市】こども計画

第７次総合計画（2016年度〜2023年度） 次期総合計画（2024年度〜2031年度）

プラン2020（2020年度〜2024年度）

アクションプラン（2018年度〜2023年度）

第二期計画（2020年度〜2024年度）

延長

一体化

（2025年度～）



3．新たなこども食堂支援事業

○市内のこども食堂のネットワークづくり及び未開設地域における新規開設を促進するた
めの啓発活動に要する経費

○こども食堂は民間団体により運営されており、こどもへの食事提供のほか、孤食・孤立防
止、食育、学習支援、地域交流の場づくりなどにも取り組まれている。

○こども食堂の開設数は増加しているが、こども達が歩いて通うことが可能な校区単位で
は未開設の地域がある。また、こども食堂へのヒアリングでは、開設時の支援やこども食
堂間の意見交換の場の設置などの要望が寄せられている。

現状・課題

○事業費：1,319千円

○事業内容
（１）こども食堂キャラバン隊によるＰＲ活動【1,150千円】

こども食堂が開設されていない地域での開設を促すため、こども局、まちセン、こど
も食堂ネットワーク団体等によるキャラバン隊を結成し、地域団体等へのＰＲを行う。
≪積算内訳≫
・こども食堂ネットワーク団体への謝礼金：150千円
・ＰＲ用の動画作成経費：1,000千円 ※令和５年度２月補正予算に計上

(2)こども食堂ワークショップの開催【169千円】
ワークショップを開催し、こども食堂運営者や新規開設希望者の交流を促す。

≪積算内訳≫
・ファシリテーター謝礼金：100千円 ・会場使用料：69千円

事業概要

■熊本市内のこども食堂の数（校区別）
４９校区／９２校区で開設済み（令和6年１月時点）
校区充足率５３％ ⇒ さらなる開設を促すためPR活動等を実施

新
（予算額）1,319千円うちR６当初計上319千円

（所管課）こども政策課
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※こども食堂
民間主体の自主的・自発的な取組で、活動理念や内容、実施主体も様々。
多くの食堂が、こどもへの食事提供のみならず、孤食・孤立防止、食育、
学習支援、地域交流の場づくりなどを実施。



○こどもの未来応援基金を活用し、「地域における子育て支援サービスの充実」を図るため、
子育て支援活動等を行う個人・団体へ活動資金の一部を助成。

○令和５年度から実施している、こどもに関わる施設のおもちゃ・絵本などの購入にかかる
経費に対する助成を拡充（令和５年度対象：子育て支援センター、児童館等）。
※保護者アンケートより「こどもが楽しく遊べる遊具やおもちゃ」を充実してほしいというご意見：43％
（「子育て支援に関する調査結果報告」）

4．こどもの未来応援基金関係経費

○こどもたちが健やかに育つ環境づくりのための子育て支援団体等の活動及び子育て関連施
設の環境整備の助成に要する経費

現状・課題

〇事業費：53,600千円

○事業内容
（１）子育て支援活動やこども食堂等への事業費補助【6,846千円】

≪積算内訳≫
・事業費補助金：6,846千円

(2)保育園・幼稚園、認定こども園等への玩具等支援経費【46,400千円】【拡充】

≪積算内訳≫
・玩具・本・教材購入費：2,600千円
・玩具・本・教材購入費（補助金）：43,800千円
※保育園・幼稚園、認定こども園等464施設（1施設あたり：上限100千円）

(3)事務費、寄附採納・基金運用経費等【354千円】

事業概要

拡
（予算額）53,600千円
（所管課）こども政策課
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【玩具等購入支援】
１施設あたり１０万円
・保育園、幼稚園、認定こども園
・認可外保育施設
・地域型保育事業所
・児童養護施設等 計464施設対象
※令和6年度：全502施設実施完了
（令和5年度：38施設実施）

【活動資金の助成】
・子育て支援活動等を行う個人・団体
・こども食堂、フードバンクを運営する団体

約60団体対象

（
市
民
や
企
業
等
か
ら
の
ご
寄
附
）
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金

＜助成の対象＞




	スライド 1: 令和６年度  児童福祉にかかる主要事業（詳細）

